
　近年の雨は、局地化や激じん化しており、予想困難で被害も大きくなる傾向にあります。台風や大雨などは地
震と違い、天気予報などの情報から被害が発生する前に備えることができます。
　これから大雨の季節です。突然の大雨に慌てないために家族で水害対策について相談し、事前の準備をしま
しょう。�

　雨が強い時や道路が浸水している時は、避難場所へ移
動することがかえって危険になる場合があるので、天候
が悪化する前に早めの行動をしましょう。� 避難行動

判定フロー

　気象状況の危険性に応じて避難所を開設します。避難行動をする
前に、必ず町ホームページやマップーメール等で避難所開設情報を
確認しましょう。�

　集中豪雨や台風による冠水等の発生に備えて、�土
のうが必要なご家庭に配布を行っています。

・�身体的な理由などで役場に取りに行けない方は、総務課にご相談く
ださい。�
・�配布後の土のうの管理は、皆さんご自身にお願いしています。再利
用又は自己処分をお願いします。�
・�降雨等により警戒体制の時は、提供できない場合がありますので、
土のうが必要な方は事前に総務課へお越しください。�

　町からの災害に関する情報は防災無
線やマップーメールなど様々な方法で
発信します

●架電サービス
　電話番号を登録された方に、緊急性
の高い防災情報等について、自動で電
話をかけて合成音声でお知らせしま
す。
※事前に町への登録が必要です。

●テレドーム　☎990-9012
　テレフォンサービスにより防災行政
無線の放送内容を確認することができ
ます。�

●地デジデータ放送をチェック
　NHKにチャンネルを合わせ「dボタ
ン」を押せば、雨量や河川の水位、避難
所開設状況などが表示されます。�

まずは洪水ハザードマップを確認！�

避難所の確認を	

土のうの無償提供	

早めの情報収集を	避難行動フローチャート

大雨の準備は万全ですか

●マップーメール登録アドレス
t-matsubushi@sg-p.jp

●Yahoo！防災速報アプリの活用　
　地震・豪雨などの災害情報から気象
警報、防犯情報など幅広い
情報をいち早く入手できま
す。�

●「緊急速報メール」で洪水情報を受信
　江戸川や中川など国が管
理する河川で氾濫の危険が
高まったとき、緊急速報メー
ル（エリアメール）が自動で発信されま
す。メールを受信したら、雨の降り方や
河川の水位を「川の防災情報」で確認し
ましょう。
問合せ	国土交通省江戸川河川事務所		

☎04-7125-7311

配布方法� 役場で直接配布しています�
時　　間� 平日��8：30～17:15　　配布場所　役場敷地内倉庫
配布個数� 1世帯当たり10袋程度��
連 絡 先� 総務課��庶務防災担当�☎991-1895

むやみな外出は控え、
情報収集を

すぐに指定避難場所へ
水平避難

垂直避難

自宅滞在

避難経路上
に浸水箇所
がある

自宅の２階以上か近くの
高い建物へ

浸水の想定が３メートル未
満の場合、１階は浸水する
が２階は大丈夫

ハザードマップで想定される
浸水深が、自宅1階の高さを
越える

スタート

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

すでに
雨風が
強い
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問合せ 総務課 庶務防災担当 ☎991-1895 




